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● WHOグローバルフォーラム

WHOグローバルフォーラム
「都市化と健康」に参加して

社団法人8本WHO協会理事長 関
'•-
肖I.~

「都市化と健康」をテーマにしたWHOのグロ―

バルフオーラムが、マーガレット・チャン事務局

長も出席され2010年 ll月 15日から 17日に

かけて、神戸市に於いて開催されました。

7月の上旬に、 WHOから正式の招待状をいた

だき、私も出席することになりました。

このフオーラムは、 2010年の世界保健デーの

テーマであり、 2010年に年間を適してWHOが

推進した「都市化と健康」についての世界規模で

のキャンペーンやイベントなどの集大成として位

置づけられており、この課題について、 WHOの

中でも中心的な立場で研究や活動を永年進めてこ

られたWHO神戸センターの所在地である神戸市

での開催となったものです。

フオーラムには、 80以上の国から、市あるい

は州などのトップやリーダー格の人、都市問題に

ついての研究者など300人以上の人々が参加して

いました。

フオーラムは、各々約 1時間、 6回の全体会と

その間の時間に、直前の全体会のテーマに関連し

た各々4ないし 2の分科会（合計 l0分科会）と

特別セッション（合計4回）といった型で二日と

半日に亘り開催されました。

いすれの会も、問題提起を行う一部のスピーカ

ーは決まっていますが、あとはスピーカーと会場、

また会場内の発言者同志の自由発言で、常に予定

の時間を超える極めて活発な議論が展開されました。

会場も、指定されているスピーカーの為のステ

ージはありますが、あとは数名が着席できる円型

のテーブルが部屋一杯に配置されており、参加者

はどこにでも自由に着席できる様になっておりま

した。したがって、同一のテーブルに初対面の色々

な国の人が席に着いていることになります。一つ

の全体会が終わると次は分科会ですので、参加者

は各々自分の関心のあるテーマの会場へ移り、又

次の全体会の時には、前の全体会の時とは別のテ

ーブルの席に着くことになります。したがって、

正味二日半の間に、その都度色々な国の、様々な

都市から来られた人々と円型テーブルで直接言葉

を交わすことになります。

私も、色々な型の国際会議などに参加したこと

はありますが、会場がこの様な形のしつらえのも

のは初めてで、ある意味で成程と納得に似た感じ

を持ちました。
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このフオーラムの公式レポートは近々発表され

ますが、 6回の全体会では、

l . 都市における健康問題（都市における健康格

差に焦点を当てたグローバルフオーラム全体に

対する問題提起）

2. 都市における健康管理（道路や交通、保健医

療サービス、安全な水・食品・住宅・下水や大

気汚染などを含む都市計画の重要性）

3 都市における健康の問顆についてのリーダー

シップ（都市住民の健康増進に果たすトップの

リーダーシップの重要性）

4 都市における健康問題、その解決策と今後の

取り組み（これまでの3回の全体会と l0の分

科会でなされた議論と得られだ情報の総括）

5 都市における健康問題に対する政治的取り組

み （健康は全ての人にとって、基本的な必須条

件であることを前提とした政治の役割）

が議論されました。l0の分科会では、極めて多

くの、具体的課題について議論されました。その

一部を挙げると、各種感染症の問題、非感染性疾
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患として糖尿病や高血圧など所謂生活習慣病の問題、

災害時のリスク、都市スラムの問題、都市環境・

気候変動の問題、廃棄物処理・都市の美化と緑化

の問題など、都市化と言う意味で、様々な段階に

ある世界の各都市にとっての重要な課題が議論さ

れました。

そして最後の全体会6では、マーガレット・チ

ャン事務局長により、これまでの全体会、分科会

での議論が総括され、「神戸行動宣言」として発表

されました。

この「神戸行動宣言」は、我々がその重要性を

認識すべき三つの基本原則とそれを実現する為の

具体的な活動指針から成っております。

基本原則としては、

l . より健康な都市を築く為に、各々の都市の健

康における不公平の存在を明らかにし、その改

善に取り組むこと。

2 地方自治体は、あらゆる都市政策に健康の視

点をとり入れ、部門を超えた活動を通してリー

ダーシップを発揮すること。

3 都市政策とそれを計画する過程に於いて、効

果的に住民の力を用いることの三点に集約され

ました。

そして、具体的な指針として、このフオーラム

の全ての参加者が責任をもって行う事柄と地方自

治体、市民社会、国家政府そしてWHO、UN-

HABITAT (固連人間居住計画）やその他の国

際的なネットワークに対する要求が各々項目を挙

げて示され、前述の三つの基本原則と共に、全体

として承認されました。

その後、マーガレット• チャン事務局長はこの「神

戸行動宣言」は「都市化と健康」をテーマにした、
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一年に亘る世界的キャンペーンの集大成であり、

今後も活動を継続する為の道筋を明確に示した、

銘記すべきものであることを述べて三日間に亘る

フオーラムの閉会の言葉とされました。

更に、その後場所を隣りの部屋に移して、 WHO

とUN-HABITATの永年に亘る共同研究に

より作成された、「Theglobal report Hidden 

Cities : unmasking and overcoming health 

inequities in u「bansettings (隠された都市：

健康格差是正を目ざして）」の完成発表とプレゼン

テーションの会がマーガレット・チャン事務局長

とUN-HABITATの代表者のもとで開催され、

参加者全員にその原本とサマリー版が各一冊すつ

配られました。このレポートは、都市部と地方の

健康格差の比較ではなく、都市特有の問題として

の都市内の健康格差に焦点を当てた研究成果であり、

都市化が急激に進行する現在、最も求められてい

る資料と言えると思います。

この様にして、 WHOの「都市化と健康」をテ

ーマにしたグローバルフオーラムは、振り返って

みると、あっと言う間に終わった様にも感じますし、

又、殆んどの参加者は三日間、開催されたホテル

から一歩も外へ出す、朝から連日夜9時半頃迄、

寝る場所は別としても、三食の食事も会場ないし

はホテルのレストランの何処かでという生活で、

まるで合宿を思い出す様な感じでした。

しかし、実質上の主催者であるWHO神戸セン

ターのKumaresan所長をはじめ、スタッフの方々

の周到な準備と期間中の細やかな行届いた気配りで、

会場は常に活気に充ちていると同時に和やかな雰

囲気で終始していました。私自信にとっても、都

市化の真の意味について学ぶことも多く、又多く

の人々との出会いがあり、充実した三日間でした。

今回参加させていただいたことに、特にKumare-

san所長には、改めて心から感謝の意を表したい

と思います。

最後に、この報告書は、例えばプログラムや「神

戸行動宣言」の英語の日本語化等も含めて、あく

迄も私個人の理解の範囲でのものであり、フオー

ラムの正式レポートはこの原稿のメ切の後に出さ

れることになっておりますので、その点お断りし

ておきます。
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